


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































SO工　conc．一 （80μ9／1） 一 （100μ9！1）Na 490 ＜o．2 430 ＜0．2
Mg 61 0．21 52 0．27
K 26 0．1‘ 26 0．2］」
Ca 20 0．10 17 0．23
’C1 850 一 760 一
’●SO4 120 一 95 　
一　　一　　’　　　一　　一 一　　　一　　　一 一　　　’　　一　　　　一 一　　　一　　　一　　　　一 一　　　一　　　一
8 o．42 一 0．18 一
A1 0．34 0．75 0．75 0．86
τ1 ＜O．009 0．19 くO．009 0．13
v 0，031 ＜0．002 （0．009）＜0．002
㎞ O，023 0，009 0，019 0，012
Fe 0．22 0．70 O．53 工．8
Cu 0，065 （0．004） 0，080 （0．004）
z“ o．34 0，015 0．90 0，022
Sr 0．35 （0．00工） o．30 （0．002）
Cd （0．OO1） ＜0．001 （O．003）＜0．001






















































































































tephr3 grain　s‘’ε ■eight　of ㎜ber　Of 曲1くkne∬of
1町er （P） uo｜【●nk ∀01con‘c　ash5ulf“e
■5“ fr占9賊ot～　倉dmP‘杜
■e●n 句臣x‘MU槍 M【㌔四 ? ｛．10’㌔κ・㍉ （Mb¢．ノC．㍉ ψm）
A襲～4・］ 101 n2 ～8 246 6．5 602 o．38
A田04－4 92 ～96 3｜ 29｜ 9」 1140 0．49
AL材14・5 123 188 5｜ 1ZO 8．5 436 o．6s
ALH　l・・6 121 190 20 225 1～．2 658・ OJ8
ALH“・’ ｜01 223 5’ 20｜ ，．2 388 0．38
ALH　14．8 77 145 B 281 L2 251 o．38


























































No．3 一功」 No．4 一→
一 No．5 一＝
No．6 一z No．7 一＜」 No．8A 一」q No．88 一
No．9 一


































































































s。、thp。1，11） ㎞c（2） o輪句1‘，g，，（3）D10ω th1＄work
（74ゆS．124’ε） ｛64’S，58’川 （67’S．138’匂（69’S．40°臼
1976 1971－74 1978 （1974｝台．19781982
R● 9．1 17書9 397 （439｝’ 490　430
均 1．07 2．77 一 15．5 61　　52
K O．76 1．06 10．2 13．9 26　　26
Ca 0．62 1．oo 7．6 11．6 20　　17
C1° ・ ・ 7η （646）唆 850　760
so；’
婚 一 一 92 120　　95
A1 0．66 1．14 40．4 一 1．1　1．6
㎞ 0．0063 0，018 ・ 一 0．03　0．03
Fo o．39 1．2‘ 一 一 0．92　2．33、
Cu 0，025 0，062 一 ． 0．07　0、08
Zo 0，072 0，047 一 一 0．36　0．92
Cd 0，010 0，019 一 ． 10．000⑩．0ω








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① ? 1．4ジ 1．1昔 一 1．1
2 O 1．0静 一2．0“ 0．9曽 一1．8H
3 0 一 〇．8 一 〇．6
4 △ 1．7賛 一 〇．8暑｝ 1．0畳 一〇．8“
5 0 一2．5 一 1．3
6 ● 2．0 一〇．8
⑦ ■ L3 一 1．5
8 ▲ 1．4 一 〇，8
⑨ ? 0．7 一α7
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M－NAS 180　　　　　　15 H－NRG 1百0　　　　　　　　15






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0　　　　　　　　　2　　　　3　 　　　 　　　　 　　　　　　　4　　　　5concent「ation　of　Aitken　particles（x100／cc）
87
X－3
南極大気ナのミール和島友今ケ
森田赤弘・塩孕麟一’卸嫌佑
（名犬熔●研）　（見象研）〈称水閣可）
　南砲瑚アの一媛レしてオ2弔欠磁め．廟場
⑳対綱，蹄脅圏内のエアロゾ’レa観溜包気
滅、批宏扱・κよフ？テっzいう。南北頑抑刎冬
♂《・看屠ピ、！〆ん励μケ7芦拷債され陥Cθ〃」Z
彩援彪チつて、エアロゾ’ノの湧加嚇ゲ礎色
され、ピ＜κそ串ぱ南極項角囲て・顕％で功3
ン】ρ・“互“イごcれ免。二のンと頃！タ8ユ争κλ・
2軟詠が．也ヌに臼ゾヴて升・女冬禰脅
玖4園埠の気威麗書」拮」う重捧測定ガラ；磁
認巴れ、培ヵロηロプフ〆脅のミー為季潔庫レ
純筏ケ矛につ・・て看季娼爺反Σ碍うンピが乙、
た、
ご鍔當議擢蕊瓢隷㍑衣
季陪す多、使用t丘ミー粒3ゾンデ括ゴム気王陥
悟債爾K小ち弊弓で窪り、南櫓天貝ザ司イ臼活
励千功埋彦ピ鞭しマ動偏多〆ク弦η…吉
也z・噂，、〉♂膓皇碇覧ぱ老晦し方式ピ花祈李
イ’gz’1夏擢o・多μ沸以レバー栽ラ渓皮五きナ
・ラ皇口5）zゾで危a。後旅ρ3μ〃し℃ελ沙仇」）く
い栽ヲハ扮教比ヵづ栽勿分㍗舌推更才多w
ザz㌔3・
　か’駆⑰・3吻腱のミー粒擢痴季
頂功矛乏ゑtち，比瞬♂ちあK〃矛3与6θ（万ノ
　！ε月（荊の謡釆τゑLマあう’閲ナ彫ア頃囹累
向魂商厘τ功多。ノダ批与’2月（夏）の勿ケせ
葡20今ゐラフ芦｝しバτ含体的κi擢θガw…
／タ83キ胡，〃倉の功ケ汀閣）鞠」ソ上z二ち
南抱綿周丁アρv”〆の埠加硯象疎ゾ到レケ
チ参ン靖か影穿重反啄ほ・・∂’ンれち財’て
：雛ぱ霧霊鷺竃篇蕊㌘
あ》ピガ3．19了免与ノ勾｝にr3・才ぞn手ルケケ3／
　　　　　　　　　各の鳩」萄ヒ望方ノ．夏巧㍗影似σシ獣し
ピロエアロゾル・k肉‘て雑で窃託・・賜．
　矛多図1ゴε、〉典ピo・プ易↑叡比・擁功
キで傷3．扮叡比力埴θ合済旬κ小も・㌧ンの
）と斥翻a樽・・4戊ゲ擁宮‡・て・、弓．
　〉メ上．繍履測ほ豪老冶イtて級告一ずる．
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10　　　　　　　　　1　　　　　　　　　10　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　－3　　Aerosol　Concentration　．　cm
　わ’図．ミー＃ヲ脚芦塙康タチ
20
15
0
??
●
Φ
匂
コ
＝
＝
＜
1
オ掴，
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X－4
冬季の南極成層圏エアロゾル量の増大機構
岩坂泰信（名古屋大学水圏科学研究所）、伊藤朋之（気象研究所）、森田恭弘（名古屋大学空電研究所）
1．初めに
　冬季に南極成層圏エァロゾル量が著しく増大することは、最近行なわれたNASAの人工衛星観測や日本のレ
ー ザレーダ観測によって明らかにされてきた。しかし、その物理的機構にかんしては、まだまだ不明なところが
多い．．また、何がさらに観測されなければならないかという点に関しても掘り下げた議論な少ないし、提案も少
ない。ここでは、24次隊によって得られた結果を中心にして、一つのモデルを提案してみる。また、その仮説
を検定するにあったって為されるべき観測や理論的研究にっいても議論する。
2．観測のまとめ
2－1、エアロゾル量の変化
　成層圏ないのエァロゾル量を示す指標のひとつとして、成層圏ないで高さ方向に積分したエアロゾルの後方散
乱係数を用いる、
　　　　　zl　　　　／。』…砿一，ち，ち一一・一一一
　　　　　2
この量は、fで詠1ζ類ように冬季1諸しく増大する．また、年によって増大の度合は、変化†るらしい。
2－2、エアロゾルの数密度
　24次隊では、大粒子の数密度および粒径分布を冬と春に測っている。冬に測った観測では、極めて粒子浪度
が高く、春にはひくかった（しかし、春の偵も中低緯度の静かな成層圏のときの値に比べるとかなり大きい値で
ある）。これらの傾向は、レーザ・レーダ観測の結果と一致するものである。
2－3、エイトケン粒子数密度
　エイトケン粒子の観測は、24次隊では春に良好な記録が得られている。この時のあたいは、予想以上に高い
濃度を示していた。この観測で重要な点は、南極成層圏でもエイトケン粒子が十分の濃度で存在†ることが、はっ
きりしたことである。
2－4、エアロゾルの偏光解消度
　レーザ・レーダ観測から知ることのできるものに、不十分ながらエア回ゾルの形に関するものがある。全偏光
解消度（エアロゾル量が極めて大きいときであるのでこの量は、ほぽエアロゾルの偏光解消度を現わしていると
かんがえてよい）が冬季に著しく増大し、非球形の粒子がたくさん造ちれていることをうかがわせる．
3．低温時に何が起●るか
　St邑nf。rd（1973）の指摘から、あるいは、対流圏のくもに関する研究から考えて最も考えやすいのは、冬
季の南極成層圏に氷粒子からなる雲が出米るとするものである。この点に関しては、Steele他（1983）によっ
て、この考え方が人工衛星の観測結果とすりあわせよく説明できるという考えが提出されている。他方岩坂（1
985）は、エイトケン粒子から大粒子が生成される過程の重要性を指摘している。これらの仮説は、冬季の南
極成層圏エアロゾルの振舞いのごく一部を議論したにすぎない。水粒子と氷粒子の共存状態下で起こる粒子成艮、
エイトケン粒子からの直接的な氷粒子の形成、など考えなければならぬ問題は多い。
4．さらに観測されなければならないこと
　　　　　　　　　　　　　　　コ　時間的に密な観測をいちどおこなうひっようがある。また、いままでの観測でかけている情報に粒子の化学的
性質に関するものがまず挙げられる。グローバルな分布や動きにっいて知る事は、今後の大きな標的となるであ
ろう。この点に関して人工衛星観測の経験を将来に生か†努力を体系的にする必要がある。現在、この点に閥す
る努力があまりなされていないのではなかろうか。
89
X－5
成層圏水収支における南極成層圏の役割
岩坂泰信（名古屋大学水圏科学研究所）
1．初めに
　南極成層圏に氷結晶からなる雲が存在しうること、またそれちがいわゆる’freeze－。ut”効果によって急速に
多量の水を成層圏から対流圏に運びうることを示唆したのは、Stanford（1973．1977）が最初のようにお
もわれる。以後しばらくの聞観測．研究の上でおおきな進展を見ない時期がっずいた。近年、NASA／Lan81
eyRese＆rchCenterの研究グループがSAMII衛星によって南極成層圏を探査したり、日本の南極中層大気総
合観測が実施されたりして冬季の南極成層圏の様子がしだいに明らかにされるようになってきた．彼が提案した
仮説を吟味する時期になっていると考えてもよいであろう。
　ここでは、AMA期間中（特にJARE24を中心に）に得られた観測結果をもとにして、グローバルスケール
の水収支に果たす南極成層圏の役翻を議論する．
2．レーザレーダ観測結果
　1983年から始められた昭和基地のレーザ・レーダ観測で、成層圏エアロゾル層に関してっぎのような特徴
が明らかになった、
　　　　i）冬季にエアロゾル量が著しく増大し、かっ偏光解消度も著しく増大する、
　　　　ii）エアロゾル層の重心あるいはエアロゾル層のピーク高度は冬になって間も無く急速に下降を始める。
　冬季の南極成層圏の水蒸気や硫酸の蒸気量が、中低緯度とほぽ同じかやや高いと仮定すると、成層圏が低温に
なりつっある過程では、水蒸気のエアロゾルへのcoode聡4tiQnやsu田iロationがエアロゾルの成艮を実質的に支
配しているとかんがえてよい。また厳冬期の偏光解消度の上昇は氷粒子が出現していることを示唆している。
　エアロゾルそうの下降運動は見掛け上のものか実体的なものか、いますこしはっきりしない点があるが、春に
なって気温が上昇†るころには●わめてきれいな成層圏となることから、冬季の下降運動は、ある程度これらの
粒子を対流圏へ運んでしまう働●があるのかもしれない．
　3．厳冬期の氷粒子のふるまい
　　前述のエアロゾル層の下降運動が粒子の重力沈降によるものか否かを調べるため、およびそれがどの程度みず
、収支に影響しているかをみつもるために、数値実験を行なった．粒子の成長速度、落下速度、および凍結温度を
　通常用いる記号をつかうて示すと、
　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥
　　　　　　・・／・い【・。／（・・kT）子（P－P、）！・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
　　　　　　・・ρ9・［・1（2・。kT）］2／（2・）
Tf牢To　1［1－（kTo1（L。・w））1・（Pi／Pi。）1
　結果は、水蒸気混合比がある程度高いならば（例えば10pp■V－20pp■V）、有意の下向碁rhxが生じ得るこ
とをしめしている．
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